
2 7

　 -

：

：

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

施設利用者数は年々増加しており、地域の身近なスポーツ施設としての役割は大きい。建物の安
全性および機能性を維持し長寿命化を図るため、適切な保全を推進していく。 維持

手段の適切性 3 施設の受付や、定期清掃、機器のメンテナンスを委託しており、管理運営の手段としては適切である。

目的達成度 4 施設の利用者数は、台東区スポーツ振興基本計画で設定している目標値を大幅に上回っており、小体育室及
び会議室の稼働率も増加傾向にある。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 利用者は毎年度増加傾向であり必要性は高い。

効率性 3 故障が発生する前に優先度の高い個所からメンテナンスを行っている。

　一般財源（区負担額） 25,492 25,345 23,550

課題及び
今後の進め方

建物の安全性および機能性を維持するため、今後も計画的に維持補修工事を行っていく必要がある。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 7,087 6,595 6,844

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

4 3,190 27

　総経費 32,579 31,940 30,394

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 6,177 2,514 2,645

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 26,398 26,236 27,722

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

利用者数 人 47,000 36,578 43,869 46,665

活動指標

45,000

体育館・グラウンド稼働率 ％ 80.0 61.2

H30年度

26,401 29,425

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

347 347 100.0%347 348 348

103.7%

76.4 76.6 75.0 102.1%

27,748

地域体育施設維持管理

事
務
事
業
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実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

体育館・グラウンド利用可能面数 面 2,952 2,720 2,585 2,767

開館日数 日

2,938 94.2%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 59 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

体育館や小体育室、グラウンド、会議室を貸し出し施設として運営を行っている。また、グラウンドを無料開放し、キャッチボー
ル等ができる場所の提供を行っている。

委託の有無 一部委託
委託内容 　 管理運営業務（受付、清掃、機器点検等）

補助金の有無 なし

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 たなかスポーツプラザ管理運営
所
管

教育委員会

スポーツ振興課

事業対象

事業目的 区民の体力づくり、健康づくりに寄与していくことを目的とする。

 [施　　策] 11　スポーツができる場の充実 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 条例・規則 〔法令等名〕 東京都台東区体育施設条例

長期総合
計画体系

あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 施設利用者

同上


